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2016 年（H28 年）9 月 24 日（土） 

 

                             発  行 

                         長野県松本ろう学校同窓会  

 

松本ろう学校 第 46 回 は と 祭 

松本ろう学校文化祭『第４６回はと祭』について、下記の 

通りお知らせします。母校からチラシ（プログラム）を頂き 

ましたので、同封します。是非『はと祭』にお越しください。 

《日 時》 

１０月 ８日（土）校内公開 

１０月 ９日（日）一般公開 

 

《場 所》長野県松本ろう学校 

〒399-0021 長野県松本市寿豊丘 820 番地 

FAX0263-85-1411 

※スリッパをご持参ください。 

 

同窓生作品展 場所：松本ろう学校 会議室 

◆趣味で作られた『作品』(絵画、写真など)を、沢山出品してください！！  
◆ビデオ上映（「同窓会活動の様子」など）も行いますので、是非見に来てください！！ 

喫茶コーナー 

１０月 ９日（日）１１：３０ ～ １４：００ 

場所：松本ろう学校 食堂 

◆同窓会で、コーヒー・紅茶を販売します。是非お出かけください！ 

■同窓生作品展の準備について 

 10 月 7 日（金）の夕方（4：00 ～ 5：00）、9 日（日）の朝（8：00 ～ 9：00）、 

母校・会議室にて準備を行いますので、作品を持参して展示してください。 

※出品される方は、同窓会係黒澤美怜先生までご連絡ください。→ FAX0263-85-1411 

大勢の皆様のご来場をお待ちしております！ 
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改めまして、ご報告とお願い 

長野県松本ろう学校長 洞 沢 佳 久 

猛暑の夏、台風の初秋、そして実りの秋です。会員の皆様には、お変わりなくお過ごし 

でしょうか。おかげ様で、学校は８月１８日に２学期を無事スタートしております。 

さて、まず大きく２点について、その後の進捗がありますのでお伝えいたします。１つ 

は本校専攻科のことです。学校としては閉鎖やむなしという認識であること、そしてコー 

スの見直しも含めて具体的に検討もし、地域に就労移行支援の充実が図られてきています 

ので、そこへつないでいくことが現在の学校の役割であるという一応の結論に至ったとい 

うことはお伝えしました。保護者や聴障協等にもお伝えしてきていますが、その後、県が 

招集するあり方検討会で、「専攻科を閉科する手続きに入る」ということになりました。 

従って、平成２９年度の生徒募集は行わず、改めて各所への説明等を経て、県教育委員会 

で正式に決定されるということになります。なお、ニーズへの対応等について、進路指導 

及び予後指導のあり方等を改めて検討していく機会も作られていくことになります。また、 

卒業生の相談等には今後も継続して対応していきますので、それもご承知いただきたいと 

思います。今後、専攻科がなくても大丈夫と言えるように、高等部の教育をさらに充実さ 

せ、そこで進路指導をしっかり行っていくことも合わせて考えていきます。 

もう１つが、中信地区の特別支援学校の再編整備計画です。現在、松本養護学校が対象 

の知的障がいの児童生徒のうち、既に高等部の分教室が松本盲学校内にできていること、 

次には松本や塩尻の東側を通学区として、寿台養護学校が病弱と知的障がいの両方を対象 

とする養護学校となって受け入れること。そして本校には、今の寿台にいる病弱の児童生 

徒を、寿台の分教室として、本校の施設を改修、増築して受け入れるということはお伝え 

しました。その後、各所への説明や学校内の検討、県と３校での検討を経て、一応の方向 

性が出されてきています。一応というのは、県教委による予算措置等を含めた決定はこれ 

からということですので、まだ案の段階ということです。本校に関わる部分では、まず来 

年度２９年度に現在の高等部棟の１階を寿台の病弱の生徒の高等部の教室に、現在そこに 

ある調理室や被服室などを工芸棟を改築して移すという工事が行われる計画です。合わせ 

て、現在のトイレの改修や補聴システムなども整備され、３０年度から寿台の高等部の分 

教室のみ設置という見込みです。現在の機械実習室も撤去され、そこに寿台の小学部・中 

学部が入る教室棟を増築する工事が３０年度に行われ、３１年度には寿台の小中の分教室 

の設置ということ。合わせて、寄宿舎も改築及び増築され、寿台に通うことになる知的障 

がいの生徒の一部も本校の寄宿舎に入り、そこから通うということ。さらに、外周の整備、 

校内を含めた道路の改修や駐車場の整備なども行うという見通しです。使用頻度も考えて、 

分教室の児童生徒とかち合わないように、調理室、パソコン室、理科室は２つにする他、 

体育館などの体育施設や食堂など一部共用の計画、さらに寄宿舎の運営などの検討は今後 

進められていきます。当初期待していた、長野ろう学校のような大規模改修とまでは、ど 

うも予算上難しいようですが、できるだけ本校の子ども達に良かれと思われる再編整備に 

していってほしいと、今後も検討の場でお願いしていきたいと思っております。 

長い報告の後になってしまいましたが、一人ひとりの実りをご覧いただく「はと祭」が 
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近づいています。今年のテーマは「挑戦 －力を合わせて－」、子ども達がみんなで決めま 

した。「力を合わせる」とは「ひとつになる」。顔を見合わせ、手をつなぐ。実際に手を 

つながなくても、ちょっと遅い人がいたら待ってあげ、応援したり、助け合ったりするこ 

とです。そして、一人一人の目標がみんなの目標と重なって、みんなでがんばる。それが 

「挑戦」だと思います。ちょっと難しいことや大変なことも、みんなでがんばるからでき 

るかも知れない。これも「ひとつになる」からこそできることだと思います。一人の挑戦 

もあるでしょう。でもそこにはきっと、人とのつながりに支えられることがあるはずです。 

離れていても時間が経っても、共にがんばった人への思いや心のつながりが感じられれば、 

自分の中にある弱いところに負けないで、最後までがんばることができるように思います。 

「はと祭」が、多くの方とも「ひとつになる」機会になりましたら幸いです。 

 

はと祭  １０月９日（日）一般公開 

今年のテーマ『挑戦  力を合わせて』 

             松本ろう学校高等部生徒会長 花 岡 智 史 

同窓会の皆様、いかがお過ごしでしょうか。 今年もはと祭の時期が近づいてまいりま 

した。 歴史あるはと祭も第４６回を迎えます。 このテーマは全校のみんなで意見を出 

し合って考えました。 このテーマを基に、はと祭に向けてみんなと協力し、ステージ発 

表の練習やお祭り広場の準備など一生懸命やっています。 悔いのない、心に残るはと祭 

にしたいと思います。 同窓会の皆様、ぜひ今年もはと祭にお越しください。 児童・生 

徒一同、お待ちしています。 
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松本ろう学校・卓球部贈呈式 

去る 7 月 19 日（火）午後 4 時 30 分より、母校体育館にて卓球部贈呈式が行われました。 

 卓球部の人数が多いため、卓球用具が足りないと言う事を聞き、同窓会係職員と相談し 

ました。卒業生の相澤英人さんからの卓球台式と、同窓会から卓球用具（ボールアミーゴ 

とネット）を寄贈しました。贈呈式では、卓球部長赤堀未来哉君や洞沢佳久校長先生、同 

窓会長内田博幸氏が出席し、挨拶をしました。贈呈式終了後、卓球の練習を行いました。 

関東聾学校卓球大会 in 山梨に向けて、頑張ってほしいと応援しました。 

  

卓球部贈呈式（洞沢校長先生と同窓会長内田氏の挨拶） 

◎贈呈式のあと、卓球部からお礼の手紙をいただきました。 
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中信地区特別支援学校だより 

松本盲学校（松本養護学校高等部分教室）を視察して 
今年 4 月 7 日、松本市旭・松本盲学校に松本養護学校高等部分教室が開室されました。 

・知的障がいのある子どもが学ぶ「しなの木教室」高等部 1 年生 8 名 

・重度重複障がいのある子どもが学ぶ「ひだまり教室」高等部 1 年生 3 名 

去る 8 月 31 日（水）午後 1 時半より松本盲学校（松本養護学校高等部分教室）にて、 

同窓会長の内田さんと山岡高弘さんと一緒に、盲学校を視察しましたので報告します。 

松本盲学校長の矢口野仁先生より、盲学校の紹介をいただいたり、養護学校分教室設置 

に対して質疑回答を行ったりしました。また、大規模改修工事された校舎も視察させてい 

ただき、大変参考になりました。 

※詳細については、6 ページの「松本養護学校高等部分教室の設置について」をご覧ください。 

  

盲学校は正門、養護学校分教室は裏門（玄関）ですが、分教室の看板は来年に作る予定だそうです。 

   

平成 24 年、盲学校創立 100 周年記念として同窓会より寄贈として、 

記念碑「水仙の庭」建立と「歴史資料室」整備 

矢野口 仁　先生
■■■■■■
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徳島県立徳島聴覚支援学校を訪ねて 

   

五宝翁太郎先生の胸像（徳島視覚・聴覚支援学校にて） 聴覚支援学校ろう教員の森美智仁先生 

私立徳島盲唖学校創始者・五宝翁太郎（1863～1939）は、新町小学校に教師として赴任 

した。明治 28 年、一人の聾唖児が入学し、五宝先生の盲聾唖教育が始まったそうである。 

明治 38 年、徳島県知事の認可を得て「私立盲唖学校」設立 → 昭和 6 年、文部大臣の 

認可を得て「徳島県立盲聾唖学校」を設立し、初代校長に任命された。昭和 14 年、76 歳 

で逝去。 

 ★昭和 10 年、教え子たちによって五宝先生の胸像（1 代目）を建立したが、太平洋戦争 

中の金属の供出命令により、その台座だけが残った。昭和 32 年、盲学校に 2 代目の胸像 

が建てられた。平成 26 年「徳島視覚支援学校（南二軒屋町・旧盲学校）」に徳島聴覚支援 

学校と併設され、銅像設置前に本校児童生徒たちの手によって丁寧に磨かれた後、再び除 

幕式が行われたそうである。 

【徳島聴覚支援学校の沿革】 

明治 38 年「私立徳島盲唖学校」設立。昭和 6 年、「徳島県立盲聾唖学校」として設置。 

昭和 23 年「徳島県立盲学校」と「徳島県立聾学校」に分離。昭和 24 年、徳島市中徳島町 

に移転。平成 26 年「徳島県立徳島聴覚支援学校」に改名、南二軒屋町に移転し、「徳島県 

立徳島視覚支援学校」と併設された。 

  

    H26 年「徳島視覚支援学校・聴覚支援学校」併設開校    （2016/6/11 内田記） 
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手話言語に関する情報 

『国営アルプスあづみの公園 里山文化ゾーン開園 全園開園記念式典』 

  

去る 6 月 18 日（土）国営アルプスあづみの公園に、既に開園している田園文化ゾーン 

の隣に造られた里山文化ゾーンがオープンしました。これを記念して行われた全園開園記 

念式典に、私は参加しました。長野県知事の阿部守一氏が、手話で「こんにちは」「ありが 

とう」と挨拶してくれてとても嬉しかったです。          （同窓生：相澤英人） 

『手話を広める知事の会設立総会・手話言語フォーラム』 

  

去る 7 月 21 日（木）東京都・参議院議員会館に初めて行きました。建物が大きくびっ 

くりしました。全国から、知事が大勢出席していました。長野県知事の阿部守一氏と鳥取 

県知事の平井伸治氏が手話を使って話されました。そして来賓に今井絵理子氏が来たのは 

もっと驚きました。これをきっかけに、全国の皆さんが聴覚障害者のことをもっと理解し 

てくれたら嬉しいなあと思います。参加してよかったし、勉強になりました。 

                                 （同窓生：植田 剛） 

【あ と が き】 

残暑の厳しい暑さが和らぎ、ようやく秋晴れの季節となりました。同窓生の皆様には 

お健やかにお過ごしのことと思います。 

さて手話ニュースや新聞等で報道されましたが、手話言語法の制定を国に求める「手話 

を広める知事の会」をご存知でしょうか？ 手話言語法が制定され、ろう者にも差別がな 

いような社会になることを期待したいと思います。       （同窓会長：内田博幸φ(^L ；̂） 




